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ションの体制. 第 38 回日本呼吸療法医学会学術集会プログラム・抄録集: 252, 2016. 

57. 朝井政治, 森下辰也, 蒔本憲明, 田中健一朗, 田中貴子, 神津 玲: 療養病床を有する一般病院にてリハビリテーシ

ョンを実施した肺炎患者の臨床的特徴. 第 38 回日本呼吸療法医学会学術集会プログラム・抄録集: 286, 2016. 

58. 森本陽介, 及川真人, 花田匡利, 矢野雄大, 俵 祐一, 名倉弘樹, 佐々部陵, 井上恒平, 関野元裕, 江石清行, 神津 

玲: 急性肺血栓塞栓症術後に ICU 獲得性筋力低下を合併した 1 例－筋エコー図所見を含む身体機能回復の推移－. 
第 38 回日本呼吸療法医学会学術集会プログラム・抄録集: 291, 2016. 

59. 及川真人, 花田匡利, 名倉弘樹, 山下正太郎, 井上恒平, 佐々部陵, 神津 玲: 繰り返す去痰不全に対してチームに

よる計画的な気道クリアランスの管理が奏功した急性期頚髄損傷患者の 1 例. 第 38 回日本呼吸療法医学会学術集会

プログラム・抄録集: 299, 2016. 

60. 田渕優衣, 森本陽介, 俵 祐一, 矢野雄大, 谷川和好, 江石清行, 神津 玲: 術後呼吸器合併症が開心術後のリハビ

リテーション進行に及ぼす影響. 第 22 回日本心臓リハビリテーション学会学術集会プロラム集: 103 (O-156), 2016. 

61. 神津 玲: 急性期呼吸リハビリテーションの実際. 第 32 回東海北陸理学療法学術大会誌: 49, 2016. 

62. 河野哲也, 門田耕一郎, 田中貴子, 神津 玲: 長崎大学歯学部学生を対象とした防煙教育効果の学年間比較検討. 第
10 回日本禁煙学会学術総会プログラム・抄録集: 103, 2016. 

63. 陶山和晃, 俵 祐一, 田中貴子, 石松祐二, 澤井照光, 神津 玲: 妻は夫からの環境タバコ煙にどの程度暴露すると

COPD 発症リスクが上昇するか？. 第 10 回日本禁煙学会学術総会プログラム・抄録集: 85, 2016. 

64. 神津 玲: 急性ならびに慢性呼吸不全に対する予防対策について. 第 34 回東北理学療法学術大会プログラム・抄録

集: 37-38, 2016. 

65. 平川沙紀, 田中健一朗, 濱部美子, 神津 玲: 肺炎を繰り返し，急速に摂食嚥下機能の低下が見られた脳出血後遺症

の 1 例. 九州理学療法士・作業療法士合同学会 2016 in 鹿児島プログラム: P1-A10, 2016. 

66. 大久保侑衣, 向江菜美, 森下辰也, 角野恭子, 俵 祐一, 田中貴子, 神津 玲: 職場環境での評価に即した呼吸リハ

ビリテーションの介入により円滑な仕事遂行が可能となった重症慢性閉塞性肺疾患の 1 例. 九州理学療法士・作業

療法士合同学会 2016 in 鹿児島プログラム: O2-A13, 2016. 

67. 西中川剛, 向江菜美, 松尾良子, 俵 祐一, 田中貴子, 神津 玲: 気管切開下陽圧換気導入後の筋萎縮性側索硬化症

患者における在宅呼吸リハビリテーションの経験: 徒手的な腹部圧迫が有効な排痰法であった 1 例. 九州理学療法

士・作業療法士合同学会 2016 in 鹿児島プログラム: O2-A18, 2016. 

68. 神津 玲: 急性期呼吸リハビリテーションの極意: 私ならこうする評価から理学療法プログラムの選択. 第 45 回四

国理学療法士学会プログラム・抄録集: 27-28, 2016. 

69. 中野治郞: 保存療法を行うがん患者の身体活動量におよぼす要因とその対策－不安・抑うつ，倦怠感に対する低強

度運動の効果－. 第 5 回日本がんリハビリテーション研究会プログラム・抄録集: 13, 2016. 

70. 石井 瞬, 夏迫歩美, 福島卓矢, 中野治郎: 保存療法が適応となるがん患者の身体活動量向上が QOL におよぼす影

響とそれに関連する要因の検討. 第 5 回日本がんリハビリテーション研究会プログラム・抄録集: 49, 2016. 

71. 福島卓矢, 石井 瞬, 中野治郎, 夏迫歩美, 坂本淳哉, 沖田 実: フレイルに陥った保存療法を行うがん患者に対す

る低強度運動療法の効果. 第 5 回日本がんリハビリテーション研究会プログラム・抄録集: 54, 2016. 

72. 石井 瞬, 夏迫歩美, 福島卓矢, 北条美能留, 石井浩二, 永石恵美, 森下 暁, 芦澤和人, 中野治郞: がん悪液質患者

に対する運動療法の効果と炎症状態の推移との関係 . 第 54 回日本癌治療学会学術集会抄録集 , 2016.（http: 
//www.myschedule.jp/jsco2016/search/detail_program/id: 143） 

73. 中野治郞, 石井 瞬, 福島卓矢, 夏迫歩美, 鋤崎利貴, 芦澤和人: 保存療法を行うがん患者に対する低強度運動療法

の効果－Performance status 別の検討－. 第 54 回日本癌治療学会学術集会抄録集, 2016. 
（http: //www.myschedule.jp/jsco2016/search/detail_program/id: 1661） 
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74. 福島卓矢, 石井 瞬, 中野治郞, 夏迫歩美, 坂本淳哉, 芦澤和人, 沖田 実: 血液がん患者に対する低強度運動療法

の効果. 第 54 回日本癌治療学会学術集会抄録, 2016.（http: //www.myschedule.jp/jsco2016/search/detail_program/id: 
1662） 

75. 中野治郞, 石井 瞬, 福島卓矢, 夏迫歩美, 鋤崎利貴, 沖田 実: 低強度運動は身体機能が維持された保存療法を行

うがん患者にも効果があるのか？－Performance Status による効果の違いについて－. 第 21 回緩和医療学会学術大会

プログラム集: 291, 2016. 

76. 野口智恵子, 小関弘展, 迫田秀行, 馬場恒明, 尾﨑 誠: 低出力超音波パルスによる酸化チタンの光触媒殺菌活性. 
第 19 回超音波骨折治療研究会抄録集: s42, 2016. 

77. 小関弘展, 野口智恵子, 堀内英彦, 迫田秀行, 馬場恒明, 尾﨑 誠: 低出力超音波パルスによる酸化チタンの抗バイ

オフィルム効果. 第 39 回日本骨・関節感染症学会抄録集: s73, 2016. 

78. 小関弘展, 堀内英彦, 野口智恵子, 迫田秀行, 馬場恒明, 尾﨑 誠: スパンレース不織布と複合素材不織布の発塵性

比較. 第 39 回長崎感染症研究会抄録集: s155, 2016. 

79. 米倉暁彦, 岡崎成弘, 千葉 恒, 尾﨑 誠, 小関弘展, 中添悠介, 岩永 斉, 進藤裕幸: 進行した内側型変形性膝関節

症に対する TCVO. 第 8 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会抄録集: s307, 2016. 

80. 小関弘展, 二宮 誠: エコノミークラス症候群（静脈血栓塞栓症）予防スリッパの静脈血流速度改善効果. 第 32 回

日本義肢装具学術大会抄録集: s37, 2016. 

81. 山口雅則, 小関弘展, 円口浩成, 松下簡鎮, 岩永 斉: 手関節正面単純 X 線撮影法の基準撮影法と長沢法との比較. 
第 11 回九州放射線医療技術学術大会予稿集: s15, 2016. 

82. 鶴崎俊哉, 三重野志保, 寺尾 瞳: ハイハイ動作分析基準の信頼性の検討．バリエーション数の一致度に関して. 日
本赤ちゃん学会第 16 回学術集会プログラム抄録集: 85, 2016. 

83. 三重野志保, 鶴崎俊哉, 寺尾 瞳: ハイハイ動作分析基準の信頼性の検討－コードの一致度に関して. 日本赤ちゃん

学会第 16 回学術集会プログラム抄録集: 86, 2016. 

84. 石井 瞬, 夏迫歩美, 福島卓矢, 北条美能留, 石井浩二, 中嶋由紀子, 永石恵美, 森下 暁, 龍 恵美, 芹沢和人, 中
野治郞: 不安・抑うつ傾向のあるがん患者に対するリハビリテーションと緩和ケアチーム同時介入の効果. 第 21 回

緩和医療学会学術大会プログラム集: 291, 2016. 

85. 福島卓矢, 石井 瞬, 中野治郞, 夏迫歩美, 坂本淳哉, 沖田 実: 保存療法を行うがん患者における痛みはリハビリ

テーションの阻害因子となるか？. 第 21 回緩和医療学会学術大会プログラム集: 454, 2016. 

86. 石井 瞬, 夏迫歩美, 福島卓矢, 北條美能留, 石井浩二, 中嶋由紀子, 永石恵美, 森下 暁, 木下裕久, 龍 恵美, 宗
像千恵, 安藤真紀, 青木美帆, 山下裕美, 安井佳世, 芦澤和人, 中野治郞: 不安・抑うつ傾向のあるがん患者に対する

リハビリテーションと緩和ケアチーム同時介入の効果. 九州緩和ケア研究会 第 1 回学術集会プログラム: 25, 2016. 

87. 中野治郎: 痛みに対する理学療法を基礎研究から考える－臨床へつながる基礎研究の実践－. （公社）日本理学療法

士協会第 1 回基礎理学療法学 夏の学校プログラム集: 21, 2016. 

 

学会発表数 

A－a A－b B－a B－b 
シンポジウム 学会  シンポジウム 

0 1 10 10 12 99 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

井口 茂・教授 長崎市社会福祉審議会委員 長崎市 

井口 茂・教授 長崎県地域包括ケアシステム構築支援委員会 長崎県 

井口 茂・教授 長崎県介護予防市町支援委員会総合調整部会 長崎県 

井口 茂・教授 長崎地域リハビリテーション広域支援センター 長崎県 

沖田 実・教授 理事, 副理事長 日本ペインリハビリテーション学会 



 
 

 

 9 

沖田 実・教授 理事, 教育委員会委員 日本運動器疼痛学会 

沖田 実・教授 コアカリキュラム委員会委員 日本理学療法士協会 

沖田 実・教授 編集同人 学術誌「理学療法ジャーナル」 

沖田 実・教授 学術誌「日本基礎理学療法学雑誌」編集同人 日本基礎理学療法学会 

沖田 実・教授 学術誌「理学療法探求」編集同人 長崎大学理学療法学同門会 

折口智樹・教授 評議員 日本リウマチ学会 

折口智樹・教授 評議員 日本臨床リウマチ学会 

折口智樹・教授 評議員 日本臨床免疫学会 

神津 玲・教授 理事, 代議員，九州・沖縄支部長，呼吸リハビリ

テーション委員会副委員長，呼吸ケア指導士認

定委員会委員，呼吸ケア指導士審議委員会委員，

スキルアップセミナー実行委員会委員，編集委

員会委員，財務委員会委員，酸素療法マニュア

ル作成委員会委員，第 27 回学術集会プログラム

委員会委員，学会賞選考委員会委員 

日本呼吸ケア・リハビリテーション学会 

神津 玲・教授 理事，代議員，セミナー委員会副担当理事，学

術委員会副担当理事，人工呼吸管理安全対策委

員会委員，RST ワーキンググループメンバー，

第 39 回学術集会プログラム作成ワーキンググル

ープ委員 

日本呼吸療法医学会 

神津 玲・教授 評議員 日本摂食嚥下リハビリテーション学会 

神津 玲・教授 呼吸ケアカンファレンス実行委員会委員 日本呼吸器学会 

神津 玲・教授 会則検討委員会委員，早期リハビリテーション

検討委員会委員 
日本集中治療医学会 

神津 玲・教授 編集委員会委員，ガイドライン・用語策定委員

会委員会委員，分科学会・部門総合連絡調整委

員会委員，日本呼吸理学療法学会代表運営幹事 

日本理学療法士協会 

神津 玲・教授 パネル会議外部委員 日本集中治療医学会・日本呼吸療法医学会・

日本呼吸器学会合同 ARDS 診療ガイドライン

作成委員会 

神津 玲・教授 リハビリテーション部会代表 日本集中治療教育研究会 

神津 玲・教授 学術部会委員 国立大学リハビリテーション療法士協議会 

神津 玲・教授 世話人 呼吸リハビリテーションサイエンスフォーラ

ム 

神津 玲・教授 世話人 九州肺機能談話会 

神津 玲・教授 世話人 長崎心臓リハビリテーション研究会 

神津 玲・教授 世話人 長崎県呼吸ケア研究会 

神津 玲・教授 学術誌「理学療法探求」編集同人 長崎大学理学療法学同門会 

神津 玲・教授 編集同人 学術誌「救急・集中治療」 

神津 玲・教授 編集顧問 学術誌「呼吸器ケア」 

小関弘展・教授 長崎県福祉保健審議会委員 長崎県 

小関弘展・教授 長崎市産業技術審査会委員 長崎市 

鶴崎俊哉・准教授 学術誌「理学療法学」査読委員 日本理学療法士協会 

鶴崎俊哉・准教授 幹事 長崎県小児保健学会 

鶴崎俊哉・准教授 「外部専門家活用研修事業」外部専門家 長崎県教育庁特別支援教育室 
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鶴崎俊哉・准教授 療育指導 時津町知的障害児通園施設ひまわりの園 

鶴崎俊哉・准教授 保育・育児指導 住吉保育園 

鶴崎俊哉・准教授 保育・育児指導 葉山保育園 

鶴崎俊哉・准教授 保育・育児指導 長崎市子育て支援センターぴよぴよ 

鶴崎俊哉・准教授 研究会事務局長 NBAS 研究会 

鶴崎俊哉・准教授 ブラゼルトン新生児行動評価講習会 講師 NBAS 研究会 

中垣内真樹 
・准教授 

健康ながさき 21 身体活動・運動部会長 長崎県福祉保健部 

中垣内真樹 
・准教授 

評議委員 長崎県すこやか長寿財団 

中野治郎・准教授 JPTF 日本基礎理学療法学会運営幹事副会長，学

術誌「理学療法学」査読委員 
日本理学療法士協会 

中野治郎・准教授 会長 長崎大学理学療法学同門会 

中野治郎・准教授 監事 日本ペインリハビリテーション学会 

中野治郎・准教授 世話人 長崎神経内科リハビリテーション医学研究会 

中野治郎・准教授 実行委員 長崎県がんリハビリテーション研修会実行委

員会 

坂本淳哉・准教授 理事・痛み専門医療者委員会委員長 日本ペインリハビリテーション学会 

坂本淳哉・准教授 理事・編集委員 JPTF 日本基礎理学療法学会 

坂本淳哉・准教授 学術部長 長崎大学理学療法学同門会 

坂本淳哉・准教授 高大連携推進委員 長崎県教育委員会 

中原和美・助教 長崎地域リハビリテーション広域支援センター 
運営委員 

長崎県西彼保健所  
 

俵 祐一・助教 代議員 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会 

平瀬達哉・助教 暫定代議員 日本ペインリハビリテーション学会 

平瀬達哉・助教 長崎地域リハビリテーション広域支援センター

運営委員 
長崎県西彼保健所 

平瀬達哉・助教 副会長 長崎大学理学療法学同門会 

 
競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

沖田 実・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 基盤研究（B） 
拘縮の標的分子解明と新たな理学療法の治

療戦略の開発に関する実験研究 

沖田 実・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 挑戦的崩芽研究 
HIF-1α を治療標的とした筋線維症に対する

理学療法学的治療戦略の開発 

折口智樹・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 基盤研究（C） 
生物学的製剤時代における関節リウマチに

対するリハビリテーションに関する検討 

神津 玲・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 基盤研究（C） 
間質性肺炎に対する温熱刺激を併用した新

たな運動トレーニングの介入効果を探る 

神津 玲・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金 基盤研究（C） 
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COPD に対する呼吸介助の新たな治療戦略

－生理学的指標と運動耐容能からの検証― 

小関弘展・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 基盤研究（C） 
加齢による変形性膝関節症に対する関節形

成術の分析と調査 

鶴崎俊哉・准教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究 

コード化によるハイハイ動作分析手法の開

発 –運動学習過程の検証のために- 

中垣内真樹・准教

授 
日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 基盤研究（C） 

長期にわたる運動自主サークル活動が高齢

者の身体的・社会心理的側面に及ぼす影響 

中野治郎・准教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 基盤研究（B） 
保存療法を行うがん患者向けのリハビリテ

ーションプログラムの開発に関する段階的

研究 

中野治郎・准教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究 
新たな線維筋痛症モデル動物の開発と運動

療法の生物学的効果の探索 

坂本淳哉・准教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 基盤研究（C） 
股関節疾患にみられる遠隔部の痛みの病態

解明に向けた融合型研究とその臨床評価の

意義 

中原和美・助教 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 若手研究（B）  

地域在住高齢者に対する TUG manualを用い

た転倒予測の可能性の検討 

俵 祐一・助教 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 研究活動スタート支援 

肺炎後の摂食・嚥下障害を対象とした呼気筋

の強化による嚥下機能改善の新たな試み 

平瀬達哉・助教 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 奨励研究 

慢性痛を有する高齢者に対する新たな介護

予防プログラムの開発に向けた調査研究 

沖田 実・教授 アルケア株式会社 ベルト式骨格筋電気刺激装置を用いた拘縮

治療用モードの開発に関する研究 

神津 玲・教授 長崎県松浦市 COPDの早期発見, 早期介入のための検診事

業 
神津 玲・教授 全国健康保険協会長崎支部 COPDの早期発見, 早期介入のための検診事

業 
神津 玲・教授 サイエンスリサーチ株式会社 簡易呼気圧測定器を用いた臨床データ収集

および精度検証 

小関弘展・教授 株式会社かなえ 深部静脈血栓予防具の開発 

小関弘展・教授 公益財団法人長崎県産業振興財団 医工食連携研究会（自助具） 

小関弘展・教授 長崎県工業技術センター 金属の表面改質, 骨強度測定など 

小関弘展・教授 国立医薬品食品衛生研究所医療機器部 実験用基板の研磨, 摩耗粉の採取など 

小関弘展・教授 東京医科歯科大学生体材料工学研究所 腐食現象の浸漬試験など 

小関弘展・教授 九州大学大学院工学研究院機械工学部門 金属摺動における摩擦摩耗試験など 

小関弘展・教授 独立行政法人産業技術総合研究所 酸化チタンの開発 

小関弘展・教授 昭和大学藤が丘病院臨床病理科 酸化チタンの細胞毒性試験など 
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小関弘展・教授 東京大学総合研究博物館 動物とヒトに関する運動器の進化 

小関弘展・教授 長崎県窯業試験場 生体材料の物理的特性評価など 

小関弘展・教授 名古屋大学工学研究所 細菌の材料付着特性の評価など 

中垣内真樹・准教

授 
高島振興共同組合 長崎市高島町健康つくり推進事業の評価に

関する研究 

 
特 許 

氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

小関弘展・教授 把持補助具 H19.8.6 H19.11.21 登録第 3137833 号 

小関弘展・教授 加圧スリッパ H28.1.15 出願中 U160115-1 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

井口 茂・教授 非常勤講師（障害の理解Ⅰ） 純心大学 

井口 茂・教授 非常勤講師（障害の理解Ⅱ） 純心大学 

沖田 実・教授 非常勤講師（痛みとリハビリテーション） 日本福祉大学通信教育部 

神津 玲・教授 非常勤講師（呼吸リハビリテーション） 大分リハビリテーション専門学校 

神津 玲・教授 客員教授 森ノ宮医療大学 

鶴崎俊哉・准教授 非常勤講師（リハビリテーション概論, チー

ム医療論Ⅱ） 活水女子大学 

中垣内真樹・准教

授 
非常勤講師（スポーツ科学） 長崎県消防学校 

中垣内真樹・准教

授 
非常勤講師（ヘルスプロモーション論・実習） 国立大学法人鹿屋体育大学 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

小関弘展・教授 運動器症候群の解説 地域広域 NEWS 2016.4.27 ロコモ症候群の予防と対策について 

 
○特筆すべき事項 
①学術賞受賞 

  ・中垣内真樹・准教授：日本健康支援学会 第 2 回日本健康支援学会優秀論文賞 （「効果検証された運動プログラ

ムを地域に普及させるボランティア活動の評価」の研究論文が評価された） 
 
②中野治郎: カザフスタン共和国アルマティで開催されたリハビリテーション医学研修会（Private Institution UZDIK 

DARIGER 主催）で講師を務め, 当国におけるリハビリテーションの発展に貢献した。 
 


